2学期　終業式式辞

皆さん、おはようございます。校長の田尻です。今日で2学期が終わります。いよいよ本格的な冬へと季節が移り変わる中ですが、今学期、体育祭や文化祭、修学旅行、球技大会、冬響祭そして日々の授業に全力で取り組んだ皆さんの姿を振り返り、私は誇りに思います。
特に体育祭では、初めての8団編成で、生徒全員が関わりをもつスタイルに変え全員がか輝くことをコンセプトとして実施されました。文化祭では、皆さんの創造力と協力が輝きました。修学旅行では、仲間と過ごす時間を通じて多くの学びがありました。これらに共通していたのは、生徒自身が仲間と繋がりながら、この行事をどう作り上げていくのか、自分事として捉え、多くを仲間と悩みながらも形にしていったことです。この経験は、皆さんの成長の証であり、必ず皆さんの未来を支える力になります。

さて、今年は皆さんにとってどんな年でしたか。

今年もたくさんの出来事がありました。
その象徴として選ばれた漢字は『熊』です。
各地で熊の出没が話題になり、自然と人間の関わりを私たちに問いかけました。
また、日本のみならず、世界各国の異常気象は、自然界に大きく影響してきました。日常では多くのことがAIを介して処理され、人のおかれる環境自体が大きく様変わりしてきました。ですが、私たちが考えるべきことは、今の日本も含め生命が維持できる環境をどう維持していくのか、自分事として取り組んでいくことが重要な気がします。
自然は、ただそこにあるだけではなく、私たちの生活や行動と深く結びついている――そんな気づきをもたらす一年でした。

そしてつい先日、日本はノーベル賞という素晴らしいニュースでも世界の注目を集めました。
大阪大学の坂口志文（しもん）先生はノーベル生理学・医学賞を受賞されました。
その研究は、私たちの体の中で免疫が過剰に働き過ぎないように調節する仕組み、「制御性T細胞」を発見したものです。
この発見は、自己免疫疾患やがんの治療への道をひらく大きな一歩となりました。�

また、京都大学の北川進（すすむ）先生はノーベル化学賞を受賞されました。
北川先生は「金属有機構造体」と呼ばれる新しい物質の研究を進め、気体を吸ったり吐いたりできる多孔性材料を開発しました。
この材料は環境やエネルギーの問題、未来の新素材としての可能性をひらいています。

お二人の受賞は、深い探究心と長い年月をかけた努力の積み重ねの結果です。
誰かに「こうしなさい」と言われたからではなく、
自分の中の「なぜ？」という問いを信じて歩んできたからこそ、世界を変える成果につながりました。

ここで、皆さんに思い出してほしい言葉があります。
それは、生徒会のテーマである「主体性」です。
主体性とは、ただ指示を待つことではありません。
目の前の出来事を、自分ごととしてとらえ、考え、自ら行動する力です。
熊の出没が教えてくれたように、自然も社会も、ただそこにあるだけでは答えをくれません。
自分で考えて関わることによって、はじめて意味が見えてくるのです。
坂口先生も北川先生も、学校で学んでいる皆さんと同じように、
小さな「なぜ？」を大切にしてきました。
それは好奇心でもあり、不安でもあり、未来への期待でもあります。
その問いを大切にして、前に進む力こそが、主体性という学びの根っこなのです。
皆さんが日々積み重ねている学びや活動は、
将来の大きな成果につながる可能性を秘めています。
大きな夢でなくても構いません。
「これを知りたい」「こうしたい」という気持ちを大切に、来年も一歩一歩進んでいってください。
今年の漢字の『熊』は、私たちに考えることの大切さを教えてくれました。
そして、坂口先生と北川先生のノーベル賞受賞は、
自分の問いに正直に向き合い続けることの価値を示してくれました。
それこそが、主体性のある生き方であり、
未来を切り拓く力になると私は信じています。

昨年度、私たちは生徒と共にルールメイキングを行い、頭髪や服装の規定を見直しました。その結果、学校は以前より自由な雰囲気になりました。しかし、忘れてはいけないことがあります。それは先ほどから話している『主体性』です。自由とは『何でもあり』ではありません。自分で考え、選び、責任を持って行動すること。そしてそれが主体性です。皆さんは、この自由をどう捉えていますか？ただ楽な方に流れるのではなく、自分の選択に誇りを持てる行動にしていってください。

そして、3年生の皆さん。今日が、3学年そろって集まる最後の機会です。いよいよ受験が本格化します。不安もあるでしょう。でも、忘れないでください。一人ではありません。仲間がいます。先生方もいます。支え合いながら、最後まで挑戦してください。『諦めない人にだけ、未来は微笑む』――その言葉を胸に、努力を続けてください。

冬休みは、心と体を整える時間です。今一度、自分を見つめ、来年の目標を立ててください。小さな一歩で構いません。『昨日より少しだけ前へ』その積み重ねが、皆さんを大きく成長させます。

世界を変えるのは、特別な誰かではありません。挑戦を続ける、皆さん一人ひとりです。未来は挑戦する者の手にあります。新しい年が、皆さんにとって飛躍の年になることを心から願っています。良い年末年始を。そして、3学期に笑顔で会いましょう。


それからもう一つ、皆さんに伝えておきたいことがあります。
どうぞ皆さんの周りにいる誰かのことに思いを馳せて欲しいと思います。
一昨日も冬響祭を実施し、たくさんの生徒の皆さんや先生方が、互いを思いやって素敵な行事にしてくれました。動画もたくさん撮っていましたし、写真も撮っていました。
しかしながら、最近SNS上で自己満足からアップした動画や写真を悪用したり、誹謗中傷がやはり絶えないことも残念でなりませんし、盗撮など相手が不快に思う行動を平気で行われることも決して許されることではありません。
せっかく仲間で楽しむために撮影したものが違うことに使われることは、決して許されません。それは皆さんも私たち教職員も同じことです。そのようなことにならないよう、相手の気持ちを自分に置き換えて行動をして欲しいと思います。写真を共有したいのであれば、必ず許可を得てください。それは、先生方も皆さんも同じです。
お願いします。
